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THE SLOW FOOD／きゅうり	 	 THE SLOW LIFE ／ 井谷ミチヨさん
くしまをあそぼう／春駒を見に行こう	 なるほど！医療講座／生活習慣病と動脈硬化
学校へ行こう／秋山小学校	 	 交流員レポート／ゴールデンウィーク5 観光先進地ハワイで学んできました

◎Ｐ４−５　串間市国際交流協会海外研修派遣事業第２特集

毎年受けよう胃がんバス検診
◎Ｐ２−３　胃がんバス検診で早期発見・早期治療第１特集

４月10日、福島地区・桜ケ丘にて
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国 県 串間市

23人死亡中
男性15人

（人口10万対）

日
本
人
の
死
因
と
し
て
も
っ
と
も
多
い
の
は

「
が
ん
」
で
す
。
串
間
市
で
も
同
様
で
、
年
間

約
１
０
０
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

串
間
市
で
は
胃
が
ん
の
死
亡
率
が
と
て
も
高

く
、
平
成
19
年
度
の
死
亡
率
（
人
口
10
万
あ
た

り
の
死
亡
者
数
）
は
１
０
７
・
２
人
と
、
国
の

19
・
３
人
に
比
べ
５
倍
以
上
、
県
の
33
・
４
人

と
比
べ
て
も
３
倍
以
上
も
の
高
い
数
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
が
ん
」
と
聞
く
と
「
不
治
の
病
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

が
ん
は
決
し
て
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

診
断
や
治
療
方
法
は
大
き
く
進
歩
し
、
治
る
病

気
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の

た
め
に
大
切
な
こ
と
は
早
期
発
見
。
特
に
胃
が

ん
は
、
早
期
発
見
し
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
90
％
以
上
治
る
病
気
で
す
。

胃
が
ん
の
初
期
は
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
早
期
発
見
に
も
っ
と
も
効
果

的
な
の
は
、
年
に
１
度
の
胃
が
ん
検
診
を
受
診

す
る
こ
と
。
仕
事
が
忙
し
い
方
で
も
５
分
で
終

わ
る
バ
ス
検
診
は
特
に
お
勧
め
で
す
。

ま
た
、
胃
が
ん
は
男
性
が
か
か
り
や
す
い
病

気
で
す
。
串
間
市
内
で
胃
が
ん
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
方
の
割
合
を
見
て
も
、
男
性
の
占
め
る

割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
も
、
男
性
に
は
受
診
を
強
く
勧

め
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
胃
が
ん
検
診
は
６
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
休
日
検
診
を
２

日
設
け
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
り
体
調
の
変
化

が
現
れ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
毎
年
胃
が

ん
検
診
を
受
診
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
健
康

増
進
係
☎
内
線
５
０
８

胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い
串
間
市
。

そ
の
中
で
も
高
い
割
合
を
占
め
る
男
性
は
、
バ
ス
検
診
受
診
者
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

胃
が
ん
バ
ス
検
診
を
毎
年
受
診
し
て
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎平成22年度  胃がんバス検診・大腸がん検診日程表
日　付 会　　　場 胃がん

検　診
大腸がん検診

配布時間
5月31日 月 都井基幹集落センター ● 14：00〜14：30
6月  3日 木 都井基幹集落センター ●
6月  7日 月 串間市総合保健福祉センター ● 14：00〜15：00
6月10日 木 串間市総合保健福祉センター ●
6月11日 金 桂原研修センター ●

6月14日 月
石波公民館 ● 10：30〜11：00
都井基幹集落センター ● 13：30〜14：00

6月17日 木 石波公民館 ●

6月18日 金
いこいの里 ● 14：00〜14：30
串間市総合保健福祉センター ● 15：30〜16：00
都井基幹集落センター ●

6月20日 日 串間市総合保健福祉センター ●

6月22日 火
大納研修センター ● 14：00〜14：30
本城公民館 ● 15：30〜16：00
いこいの里 ●

6月23日 水 串間市総合保健福祉センター ●

6月25日 金
今町公民館 ● 15：30〜16：00
名谷バス停近く ●

6月28日 月
ＪＡ大束大平支所 ● 14：00〜14：30
大束公民館 ● 15：30〜16：00

6月29日 火 本城公民館 ●
6月30日 水 今町公民館 ●
7月  1日 木 大束公民館 ●

7月  2日 金
串間市総合保健福祉センター ● 15：30〜16：00
ＪＡ大束大平支所 ●

7月  5日 月 市木公民館 ● 14：00〜14：30
7月  7日 水 串間市総合保健福祉センター ●
7月  8日 木 串間市総合保健福祉センター ●
7月  9日 金 市木公民館 ●

7月12日 月
農村環境改善センター ● 14：00〜14：30
串間市総合保健福祉センター ● 15：30〜16：00

7月15日 木 串間市総合保健福祉センター ●

7月16日 金
大束公民館 ● 14：00〜14：30
串間市アクティブセンター ● 15：30〜16：00
農村環境改善センター ●

7月22日 木
串間市総合保健福祉センター ● 14：30〜15：00
串間市アクティブセンター ●

7月23日 金 大束公民館 ●

7月26日 月
秋山公民館 ● 14：00〜14：30
農村環境改善センター ● 15：30〜16：00

7月27日 火 串間市総合保健福祉センター ●
7月28日 水 串間市総合保健福祉センター ●
7月29日 木 秋山公民館 ●
7月30日 金 農村環境改善センター ●

8月  2日 月
高松公民館 ● 14：00〜14：30
笠祇公民館 ● 15：30〜16：00

8月  4日 水 高松公民館 ●
8月  6日 金 笠祇公民館 ●
8月  7日 土 串間市総合保健福祉センター ●

8月10日 火
大束小学校体育館 ● 14：00〜14：30
串間市アクティブセンター ● 15：30〜16：00

8月16日 月
古大内公民館 ● 14：00〜14：30
大重野公民館 ● 15：30〜16：00

8月17日 火 大束小学校体育館 ●
8月18日 水 串間市アクティブセンター ●
8月19日 木 古大内公民館 ●
8月20日 金 大重野公民館 ●
9月  1日 水 串間市総合保健福祉センター ●

検 診 の す す め

　光秀さんは、過去に胃の検査でとても苦しい思いをした経
験があり、胃がん検診から足が遠のいていました。ところが
昨年、「内緒で申し込んだ」と言う直美さんの強い勧めもあり、
胃がんバス検診を受診。「思っていたよりバリウムも少量だし、
検査時間も短くてびっくり」と驚きました。それまで一人で受
診していた直美さんは「一人で受診していてもやっぱり夫が心
配。二人で受診すれば安心だし、ご飯もおいしく食べられます」
と喜んでいます。「自宅近くで受診できるし、予約制だから待
ち時間もない。検査もらくに受けられました。もし異常があっ
ても早期発見、早期治療。自分の健康のためにぜひ、みんな
受診してほしいですね」と、話すお二人でした。

谷口 光秀さん（57 歳）

直美さん（55 歳）ご夫妻
　　　　　　　　　　　福島地区・桂原

もちろん
今年も

受診するよ。今年も一緒に
受診しようね。

毎
年
受
け
よ
う

胃
が
ん
バ
ス
検
診

Medical  Examination

胃がんバス検診
　胃がんバス検診は、電話による完全予約
制で待ち時間ゼロ！　検診はわずか５分で
終了します。

大腸がん検診（容器配布）
　左表の日程で都合の悪い方は、串間市
総合保健福祉センター健康増進係窓口で
も毎週火曜日・金曜日、午前９時〜午後４
時まで配布しています。
　容器の回収は胃がん検診の日程・会場で
行います。ただし回収は午前10 時までと
なっていますのでご注意ください。

【胃がんバス検診予約受付･連絡先】
福祉保健課健康増進係
☎７２−０３３３（内線５０５・５０７・５０８）
●受付時間帯＝平日午前８時半〜午後５時

胃がん死亡率・死亡数

昨年、夫婦で胃がんバス検診を受診した

◎Interview

平成19年度衛生統計年報より出典
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Overseas dispatch business in Hawaii.2010.1.13-1.22  America Hawaii Reports

串間市国際交流協会の海外派遣事業に３人の方が参加。１月13日か
ら22日までの10日間の日程でアメリカ合衆国ハワイ州（オアフ島、
マウイ島）を訪れました。「観光」をテーマに事業に参加した皆さん
のレポートを紹介します。

観光先進地ハワイで
学んできました

　３回目のハワイ訪問でしたが、今回の目的はハ
ワイと串間の違いを比較し、

串間の観光に活かすというものでした。初めて訪
れるマウイ島のノースショア

海岸に打ち寄せる大波や、ハレアカラ山から見え
る日没の風景、満天の星空、

オアフ島の「ダイヤモンドヘッド」山頂の360度の
大パノラマなどの圧倒的な

スケールの大自然に感動し、串間との違いを感じる
研修となりました。

　ハワイ２島を視察して、串間を活性化させるには
都井岬の活性化がまず必要

ではないかと思います。そのためには今までの考え
方にとらわれないやり方を

考えるべきではないでしょうか。都井岬にはさまざ
まな規制があり、そのため

活性化が難しいとみんな思っています。しかし、そ
のような発想を転換するこ

とが今必要ではないでしょうか。思い切った発想の
転換が今求められているの

ではと感じました。

渡邊 邦彦さん

都井岬に新たな発想を
Kunihiko Watanabe

　ホノルルについてまず気付いたことは、多くの木々が街のいたるところに生い茂っていることでした。ハワイと言えば「ヤシの木」のイメージが強いですが、ヤシの木以外の木々もうまく取り入れて南国情緒を醸し出す雰囲気を創り出しています。オアフ島・マウイ島の木々が茂る街並みは大変気持ちが良いものでした。
　ところで、九州に目を転じると熊本の黒川温泉では意図的に多くの木を植えています。これは、「人々は木に安らぎを感じるものだ」という発想から黒川温泉全体で取り組んでいるもので、今では木が生い茂っていることが黒川温泉のイメージの一つとして定着しています。そして、串間に帰ってきて気付いたことは「串間の木は山には多いが人の目に付くところには案外少ない」ということでした。街づくりを行う上で、木や花などの植物を生かし、うまく演出することが必要ではないかと思います。

矢野 哲雄さん

木を生かした街づくり
Tetsuo Yano

　ワイキキトロリーは、ワイキキの主要なホテルとショッピングセンターや観光
スポットを４つの路線で結ぶオープンエアーのトロリーバスです。４つの路線はす
べて乗り降り自由、乗り換え自由で、主な停留所については日本語の車内アナウ
ンスも流れます。
　このワイキキトロリーの素晴らしさ・凄さは運転手です。観光コースのレッドラ
インだけではなく、ショッピングセンターやショッピングスポットを巡回するすべ
てのトロリーで、運転手が観光スポットの紹介を行ないながらトロリーを走らせ
ています。まさに、「観光ガイド付バス」です。トロリーに乗って各路線を一回り
するだけで、ホノルルの市内観光ができてしまうという素晴らしいサービスです。
　よかバスの運転手さんにも、串間の名所案内をしていただければ、特に都井
岬線など乗車される方が観光客の方であればなおさら、温泉や岬などの案内は
喜ばれると思います。

川崎 眞治さん

よかバスで観光案内
Shinji Kawasaki

Hawaii
45	 | Kushima City Public Relations, 2010.5, Japan



■ 自衛艦「ゆら」福島港に寄港
４
月
16
日
、
海
上
自
衛
隊
の
輸
送

艦
「
ゆ
ら
」
が
福
島
港
に
寄
港
、

同
港
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
（
海
上

自
衛
隊
艦
艇
串
間
協
力
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ゆ
ら
」
は
沿

岸
海
域
の
へ
き
地
や
離
島
へ
の
物

資
・
人
員
を
輸
送
す
る
た
め
に
建

造
さ
れ
た
中
型
艦
で
す
。
17
日
に

は
午
前
・
午
後
に
分
け
て
艦
内
を

一
般
公
開
し
、
翌
18
日
に
は
次
の

寄
港
地
へ
向
け
出
港
し
ま
し
た
。

■ 交通安全を心がけましょう
４
月
６
日
、
国
道
２
２
０
号
高
松

ト
ン
ネ
ル
西
側
駐
車
帯
で
、
春
の

交
通
安
全
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
串
間
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
、
串
間
警
察
署
、

串
間
市
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
約

50
人
が
、
志
布
志
市
方
面
か
ら
の

通
行
車
両
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
手
渡

し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

６
日
現
在
、
串
間
市
で
は
死
亡
事

故
ゼ
ロ
１
１
６
９
日
継
続
中
で
す
。

■ アジサイ植栽の記念碑建立
４
月
11
日
、
ふ
る
さ
と
林
道
小
布

瀬
・
風
野
線
で
ア
ジ
サ
イ
記
念
碑

の
除
幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念

碑
は
広
野
歩
こ
う
会
（
黒
原
正
宏

代
表
・
18
人
）
を
中
心
と
し
た
植

栽
活
動
を
顕
彰
し
よ
う
と
市
民
有

志
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。
同
林

道
で
は
こ
れ
ま
で
の
植
栽
に
よ
り

６
、０
０
０
本
の
ア
ジ
サ
イ
を
は
じ

め
モ
ミ
ジ
や
ヒ
ガ
ン
花
が
四
季
折
々

に
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

■ 笠祇小児童が田植えを体験
４
月
14
日
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
る
笠

祇
地
区
で
も
ち
米
の
田
植
え
作
業

体
験
が
あ
り
ま
し
た
。体
験
に
は
、

笠
祇
小
学
校
の
児
童
９
人
と
保
護

者
３
人
、
先
生
４
人
も
参
加
。
こ

の
日
は
天
気
も
良
く
、
楽
し
く
田

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
８
月
上

旬
に
は
稲
刈
り
を
、
来
年
１
月
に

は
餅
つ
き
大
会
を
行
い
、
み
ん
な

で
お
い
し
く
味
わ
う
予
定
で
す
。

■ 農業の楽しさ体験しました
３
月
31
日
、
西
下
弓
田
の
水
田
で

り
ん
ぽ
か
ん
保
育
園
の
園
児
が
農

業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

り
ん
ぽ
か
ん
保
育
園
の
保
護
者
、

松
田
朋
和
・
香
里
夫
妻
が｢

農
業

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い｣

と
企

画
、
自
身
の
水
田
を
提
供
し
た
も

の
で
す
。
園
児
た
ち
は
田
植
え
機

に
交
代
で
乗
っ
た
後
、
裸
足
に
な
っ

て
水
田
に
入
り
田
植
え
も
体
験
。

本
格
的
な
農
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
心
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
伝
え
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
２
０
０
７
年
７
月
か
ら

２
０
０
９
年
７
月
ま
で
の
２
年
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
和
太
鼓
の
指
導
に
当
た
っ
た
蓑
輪
敏
泰
さ
ん
。

日
本
移
民
１
０
０
周
年
記
念
式
典
で
の
「
千
人
太
鼓
」
の
大
成
功
な
ど
、
現
地
で
の
活
動
内
容

や
苦
労
話
な
ど
を
、
ご
本
人
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

串
間
く
る
み
太
鼓
の
代
表
を
務
め

る
蓑
輪
敏
泰
さ
ん
（
61
歳
）。
２
０

０
７
年
７
月
か
ら
２
０
０
９
年
７
月

ま
で
の
２
年
間
に
わ
た
り
、
日
本
太

鼓
連
盟
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル

に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
和
太
鼓
を
普
及
さ
せ
る

　

派
遣
の
目
的
は
和
太
鼓
の
基
礎
拡

充
、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
地
方
で
の

普
及
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
和
太
鼓
を

根
付
か
せ
る
こ
と
。
中
で
も
２
０
０

８
年
６
月
21
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン

パ
ウ
ロ
で
開
催
さ
れ
た「
ブ
ラ
ジ
ル
・

日
本
移
民
１
０
０
周
年
記
念
式
典
」

で
披
露
さ
れ
た
「
千
人
太
鼓
」
を
指

導
し
成
功
に
導
く
こ
と
は
、
重
要
か

つ
難
し
い
仕
事
で
し
た
。

　

和
太
鼓
は
２
０
０
２
年
に
ブ
ラ
ジ

ル
に
導
入
さ
れ
、
２
０
０
４
年
に
ブ

ラ
ジ
ル
太
鼓
協
会
が
発
足
し
た
ば

か
り
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
歴
史
は
浅

い
和
太
鼓
、
蓑
輪
さ
ん
が
初
め
て
聴

い
た
印
象
は
「
荒
っ
ぽ
く
と
に
か
く

パ
ワ
フ
ル
。
そ
し
て
速
い
リ
ズ
ム
」。

さ
ら
に
動
作
、
音
と
も
に
不
揃
い
が

目
立
ち
、「
間
」
を
取
る
こ
と
が
苦

手
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

予
想
し
て
い
た
も
の
の
、
不
安
な
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

千
人
太
鼓
へ
の
挑
戦

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
活

動
拠
点
を
構
え
ま
し
た
。
千
人
太
鼓

の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
打
ち
手
は

６
０
０
人
程
度
、
使
え
る
太
鼓
は
７

０
０
個
程
度
。
本
番
ま
で
１
年
も
な

い
中
、
不
安
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
準
備
を
進
め
る

に
つ
れ
打
ち
手
の
人
数
も
増
え
、
本

番
半
年
前
に
は
１
、
２
０
０
人
、
最

終
的
に
は
１
、
１
８
７
人
で
の
千
人

太
鼓
と
な
り
ま
し
た
。

　

千
人
太
鼓
参
加
者
へ
の
指
導
が
始

ま
り
ま
し
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
チ
ー

ム
に
は
直
接
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
以
外

の
地
方
で
は
数
カ
所
に
拠
点
を
置
き
、

多
い
時
で
は
十
数
チ
ー
ム
、
２
〜
３

０
０
人
を
集
め
指
導
し
ま
し
た
。

　

演
奏
の
練
習
が
順
調
に
進
む
一

方
、
心
配
だ
っ
た
の
が
本
番
で
の
入

退
場
。
会
場
は
本
来
カ
ー
ニ
バ
ル
で

使
用
す
る
長
さ
５
２
０
ｍ
、
幅
12
ｍ

の
特
殊
な
形
状
で
あ
る
上
、
主
催
者

か
ら
千
人
太
鼓
に
与
え
ら
れ
た
時
間

は
10
分
。
６
分
の
演
奏
時
間
を
除
き
、

入
退
場
を
わ
ず
か
２
分
ず
つ
で
行
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
か
つ
て
所
属
し
た
消
防
団
で

の
規
律
訓
練
を
生
か
し
、
会
場
の
完

成
が
本
番
前
日
で
リ
ハ
ー
サ
ル
も
完

全
に
で
き
な
い
中
、
そ
の
難
題
も
な

ん
と
か
ク
リ
ア
で
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
、
そ
し
て
大
成
功

　

本
番
で
は
１
、
１
８
７
人
の
打
ち

手
が
５
２
０
ｍ
の
長
さ
の
会
場
で
太

鼓
を
打
つ
た
め
に
、
会
場
の
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
ス
ピ
ー
カ
を
設
置
、
中

央
で
打
つ
鉄
管
の
音
を
流
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
60
人
の
指
揮
者
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
広
さ
に
よ
る
リ
ズ
ム
の
バ

ラ
つ
き
を
解
消
で
き
ま
し
た
。

　

３
万
人
の
大
観
客
。
日
本
か
ら
皇

太
子
さ
ま
も
ご
臨
席
に
な
り
、
い
よ

い
よ
演
奏
開
始
。
こ
の
１
年
間
で
一

番
の
音
の
揃
い
具
合
の
大
成
功
。
観

客
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
た
た
え
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
大

喝
采
と
な
り
ま
し
た
。
心
配
し
て
い

た
入
退
場
も
含
め
、
割
り
当
て
ら
れ

た
10
分
内
に
見
事
収
め
ま
し
た
。
地

元
紙
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
（
日
本
語
版
）

は
「
一
糸
乱
れ
ぬ
ド
迫
力
の
千
人
太

鼓
」
と
た
た
え
、
報
じ
ま
し
た
。

　

千
人
太
鼓
終
了
後
も
基
本
、
打
法
、

知
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
、

和
太
鼓
普
及
の
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
国
内

を
奔
走
。
そ
の
活
動
距
離
は
８
万
㎞

を
超
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
の

成
果
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
推
薦
を
受
け
、

今
年
３
月
15
日
に
天
皇
皇
后
両
陛
下

と
の
御
接
見
が
実
現
。
活
動
状
況
の

写
真
を
使
い
、
両
陛
下
に
そ
の
活
動

を
説
明
し
ま
し
た
。

今
後
も
続
く
活
動

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
派
遣
終
了
後
、
昨
年

11
月
に
再
び
ブ
ラ
ジ
ル
へ
。
今
年
２

月
ま
で
、
さ
ら
な
る
和
太
鼓
の
普
及

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
６
月
に
も
ブ

ラ
ジ
ル
に
渡
る
予
定
で
す
。

　

２
０
０
７
年
に
比
べ
、
現
在
で
は

和
太
鼓
人
口
・
チ
ー
ム
数
も
増
え
、

ブ
ラ
ジ
ル
太
鼓
協
会
の
中
に
も
リ
ー

ダ
ー
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。「
今
後

も
体
が
許
す
限
り
、
継
続
し
て
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」。
蓑
輪
さ
ん

は
、
今
後
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
和
太
鼓
の

心
を
伝
え
て
い
く
覚
悟
で
す
。

蓑 輪  敏 泰さん
（福島地区・上小路）

㈶日本太鼓連盟１級公認指導員

二女の真弥さんも助手として現地に駆け付けた（写真中央）

太鼓の指導にも熱が入る

「ブラジル・日本移民100周年記念式典」での千人太鼓の演奏

67	 | Kushima City Public Relations, 2010.5, Japan



THE SLOW FOOD

【
き
ゅ
う
り
】

地
産

地
消

特
に
、
暖
か
く
な
る
４
月
か
ら
は
１
日
の
収
穫
が

朝
と
夕
方
の
２
回
と
な
る
た
め
、
さ
ら
に
忙
し
く

な
る
そ
う
で
す
。

　

ち
え
子
さ
ん
の
栽
培
方
法
は
「
つ
る
下
げ
栽

培
」。
伸
び
た
つ
る
を
渡
し
て
あ
る
ひ
も
に
か
け

て
あ
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
手
の

か
か
る
作
業
で
す
。

　

ち
え
子
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
き
ゅ

う
り
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
穫
時
の
１
回
だ
け

し
か
触
ら
な
い
ワ
ン
タ
ッ
チ
き
ゅ
う
り
は
、
手
間

が
か
か
り
ま
す
が
新
鮮
さ
は
抜
群
で
す
。

　

そ
ん
な
き
ゅ
う
り
の
魅
力
に
つ
い
て
ち
え
子
さ

ん
は
「
き
ゅ
う
り
は
病
気
に
も
弱
く
手
の
か
か
る

作
物
。
で
も
思
っ
た
と
お
り
に
育
っ
て
く
れ
た
と

き
は
楽
し
み
。
そ
れ
が
や
り
が
い
で
す
ね
」
と
笑

い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ち
え
子
さ
ん
が

作
っ
た

シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
歯
ご
た
え
が
楽
し
く
、
お

い
し
い
「
き
ゅ
う
り
」。
徳
間
に
お
住
ま

い
の
武
田
ち
え
子
さ
ん
（
53
歳
）
は
、
き
ゅ
う
り

の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
え
子
さ
ん
は
19
年
前
に
き
ゅ
う
り
の
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。
き
ゅ
う
り
作
り
が
始
ま
る
の
は
９

月
、
種
か
ら
苗
を
育
て
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
11
月
ご
ろ
か
ら
収
穫
で
き
る
大
き
さ
と
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
が
た
い
へ
ん
で
す
。
収
穫
期

が
終
わ
る
５
月
ま
で
１
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
早

朝
か
ら
収
穫
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
き
ゅ

う
り
は
す
ぐ
に
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
収

穫
が
１
日
で
も
遅
れ
る
と
形
の
良
い
も
の
が
取
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。「
収
穫
が
始
ま
る

と
１
日
も
休
め
ま
せ
ん
。
結
婚
式
が
あ
っ
て
も
朝

は
き
ゅ
う
り
取
り
で
す
」
と
話
す
ち
え
子
さ
ん
。

◎材料
-----------------------------------------------
・きゅうり…………………… 適量
・ニンジン…………………… 適量
・かいわれ大根……………… 適量
・ゴマ………………………… 適量
・濃口醤油…………………… 適量
・砂糖………………………… 適量
・ゴマ油……………………… 適量

◎つくり方
-----------------------------------------------
① �きゅうり、ニンジンを細切りしま
す。

② �濃口醤油、砂糖、ゴマ油をお
好みで混ぜたタレと切った野菜
をビニール袋に入れ冷蔵庫で一
晩寝かせます。

③ �食べるときにかいわれ大根をお
好みでかける、または混ぜて完
成。

※�タレはお好みで味を調節してく
ださい。

きゅうりの一夜漬け
好みのトッピングで楽しもう。

[ Cucumis sativus ]
名称／きゅうり
ウリ科きゅうり属のつる性一年草およびその果実。
生のままや漬物、寿司（かっぱ巻き）などで食べら
れる。日本の料理で加熱調理されることは少ないが、
中華では煮物や炒め物としても利用される。

THE SLOW LIFE

生活
の名人

和
琴
と
は
少
々
違
う
独
特
の
澄
ん
だ
音
色
を

奏
で
る
大
正
琴
。
左
手
で
ボ
タ
ン（
鍵
盤
）

を
押
さ
え
、
右
手
で
弦
を
弾
い
て
演
奏
す
る
弦
楽

器
で
す
。

　

福
島
地
区
・
上
町
に
お
住
ま
い
の
井
谷
ミ
チ
ヨ

さ
ん
（
77
歳
）
は
琴
城
流
大
正
琴
ス
ミ
レ
会
の
代

表
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
い
ろ
ん
な
音
色
が
好
き

だ
っ
た
と
い
う
ミ
チ
ヨ
さ
ん
が
、
大
正
琴
に
出

会
っ
た
の
は
昭
和
63
年
の
こ
と
。
友
だ
ち
に
誘
わ

れ
演
奏
を
聴
き
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
音
色
に

惚
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
楽
器
を
習
っ
た
こ
と
は
な
く
、
洋
裁

一
筋
。
と
に
か
く
大
正
琴
が
気
に
入
っ
た
ミ
チ
ヨ

さ
ん
は
一
生
懸
命
に
練
習
に
励
み
、
師
範
の
資
格

を
取
得
す
る
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
ま
だ
ま
だ
向
上
心
は
衰
え
ず
、
今
で
も
月

に
一
度
は
都
城
ま
で
勉
強
に
通
い
ま
す
。

　

代
表
を
務
め
る
ス
ミ
レ
会
は
秋
の
文
化
祭
に
向

け
現
在
練
習
中
。ま
ず
は
パ
ー
ト
ご
と
に
練
習
し
、

７
月
か
ら
全
体
で
の
合
同
練
習
に
入
り
ま
す
。「
一

人
ひ
と
り
が
う
ま
く
演
奏
で
き
て
も
、
全
体
で
合

わ
せ
る
の
は
難
し
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
、
好
き

な
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
一
つ
の
曲
を
き
れ
い
に
演

奏
で
き
た
時
の
喜
び
は
最
高
」
と
話
す
ミ
チ
ヨ
さ

ん
。「
毎
日
が
楽
し
く
て
し
か
た
な
い
」
と
、
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

好きな仲間が集まって
きれいに演奏できた時の喜びは最高。

井
い

谷
た に

 ミチヨさん／（77歳）

秋の文化祭に向け現在練習中。

A Taisho lyre
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新しくなった小松ヶ丘昇り口

走
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
数

少
な
い
機
会
で
す
。
全
力
で
走
っ
た

り
、
茂
み
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
り
と
、

思
い
も
よ
ら
な
い
動
き
を
馬
た
ち
が

見
せ
て
く
れ
る
、
と
て
も
貴
重
な
機

会
で
す
。
今
年
は
５
月
中
旬
に
馬
追

い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
都
井
岬
ま
で
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
体
験

　

さ
て
、
都
井
岬
に
行
っ
た
ら
ぜ
ひ

　　　　　　　　　　　　　　　
◎春駒を見に行こう

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを

ば
馬
追
い
で
す
。
毎
年
、
岬
馬
の
ダ

ニ
駆
除
の
た
め
に
行
わ
れ
る
馬
追
い

で
す
が
、
な
か
な
か
迫
力
の
あ
る
行

事
で
も
あ
り
ま
す
。
普
段
は
ゆ
っ
た

り
草
を
食
べ
て
い
る
馬
た
ち
が
、
疾

　

今
年
も
春
駒
の
季
節
が
訪
れ
ま
し

た
。
毎
年
、
春
の
都
井
岬
を
に
ぎ
や

か
に
し
て
く
れ
る
岬
馬
の
子
「
春

駒
」。
毎
年
10
頭
か
ら
15
頭
が
生
ま

れ
、
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

春
駒
と
は

　

皆
さ
ん
は
春
駒
の
語
源
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
馬
の
出
産
時
期
は
春
。

春
に
生
ま
れ
て
く
る
馬
と
い
う
こ
と

で
春
駒
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
春
駒
と
い
う
言
葉
に

は
春
の
野
に
遊
ぶ
馬
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
す
。
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
子

馬
が
元
気
に
走
り
回
る
姿
を
表
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
ん
な
に
元
気
な
春
駒
た
ち
で
す

が
、
生
ま
れ
て
１
年
の
間
に
約
１
／

３
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
聞
く
と
か
わ
い
そ
う
に
思
え
ま

す
が
、
こ
の
厳
し
い
試
練
に
耐
え
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
ま
で
岬
馬
が

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

４
月
14
日
現
在
、
雄
56
頭
、
雌
51

頭
の
計
１
０
７
頭
の
岬
馬
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
今
年
生
ま
れ
る
春
駒
た

ち
が
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
暮
ら
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

馬
追
い

　

岬
馬
に
欠
か
せ
な
い
行
事
と
い
え

市 政 ニ ュ ー ス

平
成
22
年
度
自
治
会
長
を
紹
介
し
ま
す
。

■��

自
治
会
制
度
導
入
４
年
目
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
ま
ち
へ
。

　

隣
の
自
治
会
と
の
協
力
・
連
携
に
よ
る
活
動
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
い
の
が
都
井
岬
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
す
。
岬
馬
の
生
態
を
知
る

に
は
、
こ
こ
を
訪
れ
る
の
が
１
番
で

す
。

　

現
在
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
岬

馬
の
観
察
ツ
ア
ー
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
知
る
こ
と
の
少
な

い
岬
馬
の
生
活
の
様
子
や
、
都
井
岬

の
自
然
の
仕
組
み
を
ガ
イ
ド
の
方
か

ら
聞
き
な
が
ら
の
散
策
は
、
今
ま
で

と
は
違
う
都
井
岬
の
魅
力
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
時
間
で
す
。

　

観
察
ツ
ア
ー
は
昼
だ
け
で
は
な
く

夜
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
７

月
か
ら
８
月
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。ま
た
、職
員
に
よ
る
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
内
の
ガ
イ
ド
も
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
１
度
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
て
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
井
岬
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
76
︱
１
５
４

６

　

串
間
市
で
は
、
地
域
が
抱
え
る
諸

問
題
に
広
く
取
り
組
む
た
め
、
平
成

19
年
度
に
自
治
会
制
度
へ
移
行
し
ま

し
た
。
個
人
、
自
治
会
、
行
政
が
協

力
・
連
携
し
楽
し
く
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
、
串
間
市
の
活
性
化
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
の
自
治
会
長
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

※
敬
称
略

福
島
地
区
自
治
会

▼
桂
原
＝
谷
口
伸
一
▼
穂
佐
ケ
原
＝

渡
邉
純
博
▼
上
町
＝
松
尾
正
三
郎
▼

桜
ケ
丘
＝
渡
辺
正
廣
▼
城
山
＝
片
桐

一
洋
▼
霧
島
＝
田
上
強
▼
天
神
＝
河

野
登
▼
上
郡
元
＝
野
邊
千
秋
▼
西
郡

元
＝
若
松
雄
朗
▼
上
小
路
＝
国
府
秀

雄
▼
小
路
＝
佐
藤
利
和
▼
西
小
路
１

区
＝
隈
田
原
瞳
▼
西
小
路
２
区
＝
本

田
義
彦
▼
仲
町
＝
小
岩
屋
健
児
▼
泉

町
＝
黒
原
純
郎
▼
本
町
１
丁
目
＝
立

本
始
▼
本
町
２
丁
目
＝
木
島
昌
洋
▼

寺
里
＝
山
下
隆
▼
松
尾
＝
矢
野
義
春

▼
下
田
口
＝
武
田
俊
廣
▼
上
田
口
＝

河
野
勝
▼
東
本
西
方
＝
松
山
美
信
▼

中
本
西
方
＝
加
藤
数
博
▼
西
本
西
方

＝
野
邊
洋
海
▼
鹿
谷
＝
山
内
正
隆
▼

木
代
＝
永
友
安
行
▼
有
明
１
区
＝
餅

原
和
隆
▼
有
明
２
区
＝
日
髙
吉
文
▼

西
塩
町
＝
鈴
木
寿
公
▼
東
塩
町
＝
神

戸
節
司
▼
七
ツ
橋
＝
鈴
木
尚
登
▼
西

今
町
＝
神
戸
仁
▼
東
今
町
＝
河
野
義

弘
▼
南
今
町
＝
河
野
敏
輝
▼
古
竹
＝

結
城
昭
則
▼
笠
祇
＝
鈴
木
信
▼
奴
久

さわやかな５月の都井岬で春駒に会おう

春駒とお母さん馬

見
＝
河
野
安
男
▼
高
松
＝
清
水
幸
一

▼
上
塩
＝
川
野
稔
▼
鍜
治
屋
＝
中
野

弘
光
▼
大
島
＝
清
水
啓
二
郎
▼
西
下

弓
田
＝
西
正
和
▼
東
下
弓
田
＝
日
高

弘
章
▼
東
金
谷
＝
立
本
伊
佐
男
▼
西

金
谷
＝
松
田
泉
▼
南
金
谷
＝
吉
田
長

広
▼
北
金
谷
＝
隈
本
繁
廣

北
方
地
区
自
治
会

▼
鯛
取
＝
武
田
逸
郎
▼
倉
掛
＝
久
保

野
俊
郎
▼
秋
山
＝
武
田
年
春
▼
小
城

久
保
＝
武
田
勇
一
▼
徳
間
＝
江
藤
幸

允
▼
東
上
池
＝
竹
村
義
昭
▼
西
上
池

＝
須
下
重
文
▼
下
池
＝
三
橋
昭
男
▼

串
間
＝
権
藤
廣
子
▼
初
田
＝
清
水
和

彦
▼
田
渕
＝
牧
野
寛
貴
▼
谷
ノ
口
＝

川
崎
昭
二
▼
屋
治
＝
蓑
方
緑
▼
古
川

＝
水
谷
今
朝
夫
▼
羽
ケ
瀬
＝
内
野
一

彦
▼
前
田
＝
岩
下
耕
一
▼
越
ケ
谷
＝

和
田
節
己

大
束
地
区
自
治
会

▼
奈
留
＝
村
上
正
勝
▼
仲
別
府
＝
島

田
重
忠
▼
古
大
内
＝
野
辺
一
俊
▼
長

野
＝
矢
野
政
次
▼
堂
園
＝
吉
田
政
秀

▼
烏
帽
子
野
＝
畑
山
幸
二
▼
西
ノ
園

＝
坂
本
国
夫
▼
平
原
＝
吉
田
珠
美
▼

上
園
田
＝
井
上
藤
雄
▼
下
園
田
＝
別

府
利
信
▼
清
水
＝
吉
田
英
明
▼
上
新

町
＝
坂
田
英
俊
▼
中
新
町
＝
松
本
英

敏
▼
下
新
町
＝
吉
田
力
▼
石
木
田
＝

内
田
正
樹
▼
徳
山
＝
吉
田
更
二
▼
小

山
＝
江
藤
強
▼
白
坂
＝
坂
本
義
晴
▼

風
野
＝
寺
尾
国
義
▼
片
野
＝
津
曲
道

孝
▼
広
野
＝
津
曲
敏
弘
▼
大
平
＝
加

藤
俊
男
▼
田
ノ
野
＝
内
野
利
▼
中
原

＝
谷
口
清
吉
▼
胡
桃
ケ
野
＝
蓑
輪
英

臣
▼
高
則
＝
清
水
平
次
▼
揚
原
＝
大

塚
忠
俊
▼
市
ノ
瀬
１
区
＝
桑
山
誠
▼

市
ノ
瀬
２
区
＝
野
見
山
学
▼
市
ノ
瀬

３
区
＝
坂
田
健
一
▼
市
ノ
瀬
４
区
＝

江
藤
久
満
▼
井
牟
田
＝
江
藤
勝
彦
▼

射
馬
地
野
＝
河
野
則
文
▼
一
氏
＝
奥

村
秀
光
▼
三
ケ
平
＝
瀬
口
浩
己
▼
三

幸
ケ
野
＝
瀬
口
秀
行
▼
真
萓
＝
田
中

国
男
▼
大
重
野
＝
武
田
謙
三
▼
矢
床

＝
和
田
秀
樹
▼
上
大
矢
取
＝
津
曲
満

夫
▼
赤
池
＝
井
上
一
朗

本
城
地
区
自
治
会

▼
樋
口
＝
山
下
九
州
男
▼
道
場
＝
黒

木
秀
美
▼
下
中
園
＝
植
松
好
美
▼
上

中
園
＝
國
府
邦
明
▼
口
広
＝
隈
田
原

博
己
▼
居
城
田
＝
渡
辺
幸
登
▼
遍
保

ケ
野
＝
鍋
倉
保
夫
▼
小
田
代
＝
荒
山

修
三
▼
春
日
＝
川
﨑
知
彦
▼
上
平
＝

佐
々
木
正
▼
下
平
＝
松
田
敏
郎
▼
上

代
田
＝
入
佐
剛
▼
下
代
田
＝
本
木
下

修
一
▼
上
千
野
＝
堀
口
孝
▼
中
千
野

＝
河
野
智
敏
▼
下
千
野
＝
渡
会
今
朝

夫
▼
港
＝
林
藤
男
▼
浦
＝
鎌
田
芳
徳

▼
仲
＝
山
口
一
則
▼
上
南
＝
田
中
弘

文
▼
下
南
＝
加
地
優
▼
永
田
＝
河
野

政
彦

都
井
地
区
自
治
会

▼
黒
井
＝
平
原
勇
▼
立
宇
津
＝
井
手

宜
富
▼
迫
＝
小
田
原
基
義
▼
宇
戸
＝

代
口
吉
春
▼
東
＝
脇
元
次
雄
▼
宮
原

＝
上
原
忠
文
▼
宮
ノ
浦
＝
山
口
雅
禧

▼
大
納
＝
田
中
友
二
▼
名
谷
＝
肥
田

剛
▼
岬
＝
迫
田
幸
四
郎

市
木
地
区
自
治
会

▼
郡
司
部
＝
岩
満
辰
郎
▼
子
持
田
＝

若
松
豪
二
▼
平
田
＝
古
野
孝
司
▼
海

北
＝
工
藤
義
信
▼
中
福
良
＝
長
野
秀

明
▼
古
都
＝
宮
越
博
▼
石
原
＝
山
口

忠
文
▼
内
ノ
畑
＝
荒
谷
博
▼
八
ケ
谷

＝
川
﨑
永
伯
▼
上
石
波
＝
立
川
廣
和

▼
下
石
波
＝
藤
崎
勝
己
▼
大
藤
＝
小

笠
峰
夫
▼
木
ヤ
藤
＝
谷
廣
海
▼
舳
＝

佐
藤
博
道
▼
築
島
＝
新
留
寛
樹
▼
夫

婦
浦
＝
古
田
栄
光

回
覧
は
早
め
に
回
し
ま
し
ょ
う

　

回
覧
板
の
お
知
ら
せ
に
は
、
期
限

が
あ
る
も
の
や
重
要
な
内
容
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
協
力
し
、
早
め
の
回
覧

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
役
所
総

務
課
行
政
係
☎
内
線
31

都井岬ビジターセンターうまの館
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12の季節 Camera Sketch

満開の桜の下、花見をする家族連れの姿が見られた。４月３日、串間市総合運動公園にて。

＊短歌、俳句の投稿は
短歌 坂本不二子さん（☎72-4602）
俳句 本田幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
：
河　

野　

ミ
エ
子

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
：
廣　

前　

美
佐
子

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
：
吉　

田　

シ
ズ
子

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
：
山　

崎　

松　

子

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
：
内　

野　

ケ
サ
ヲ

諍い
さ
か

ひ
て
娘こ

と
笑
み
交
す
草
の
餅

野
生
馬
に
ハ
ー
レ
ム
あ
り
ぬ
風
薫
る

捩ね
じ

花
や
人
間
魚
雷
と
い
ふ
悲
劇

下
駄
音
の
軽
き
響
き
や
風
光
る

鶯
や
花
な
き
墓
の
並
び
を
り

仲　

町
：
木　

島　

幸　

子

春　

日
：
水　

元　

栄　

子

上　

町
：
川　

崎　

忠　

康

仲　

町
：
原　
　
　

里　

歌

八
ヶ
谷
：
川　

崎　

永　

伯

[

短 

歌]

坂
本
不
二
子
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

手
を
上
げ
て
小
学
生
が
渡
り
ゆ
く
青
信
号
を
わ
た
し
も
渡
る

冬
木
々
の
生
き
て
来
し
ま
ま
ポ
ー
ズ
と
る
「
ゆ
う
ゆ
う
の
森
」
の
銀
杏
樹
も
ま
た

寒
き
朝
つ
づ
き
た
る
日
を
蹲
り
炬
燵
こ
い
し
く
傘
寿
の
わ
れ
は

我
が
庭
に
春
の
花
々
芽
ぶ
け
ど
も
ま
だ
寒
い
よ
と
新
土
か
け
る

銀
世
界
万
物
な
べ
て
き
ら
き
ら
と
世
の
憂
さ
は
ら
い
明
け
て
ゆ
く
朝
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◎
年
　
金
　Pension

国
民
年
金　
こ
ん
な
と
き
は
忘
れ
ず
に
届
出

を
し
ま
し
ょ
う

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
、

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。
加
入
期
間
は
月

単
位
で
計
算
さ
れ
、
年
金
を
受
け
る
上
で
重

要
な
役
目
を
果
た
し
ま
す
。
届
出
を
忘
れ
る

と
、
将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
は

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
国
民
年
金
に
入
る
・
や
め
る

・�

市
町
村
に
国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
き
を

す
る
場
合
＝
①
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
者
を
除
く
）
。

②
会
社
を
退
職
し
た
と
き
。
③
配
偶
者
が

退
職
し
て
自
営
業
な
ど
（
第
１
号
被
保
険

者
）
に
な
っ
た
と
き
。
④
年
金
手
帳
を
な
く

し
た
と
き
（
第
１
号
被
保
険
者
の
場
合
）
。

⑤
海
外
に
居
住
し
、
任
意
加
入
す
る
場
合
。

⑥
海
外
か
ら
帰
っ
た
と
き
。

・�

勤
務
先
で
手
続
き
を
す
る
場
合
＝
①
結
婚

や
退
職
等
で
配
偶
者
（
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
加
入
）
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き
。
②
配

偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き
。
③
年
金

手
帳
を
な
く
し
た
と
き
（
第
２
号
・
３
号
被

保
険
者
の
場
合
）
。

●
保
険
料
を
納
付
す
る

・�

年
金
事
務
所
で
手
続
き
＝
納
付
書
を
紛
失

し
た
と
き
は
納
付
書
の
再
発
行
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

・�

市
町
村
で
手
続
き
＝
①
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
と
き
（
保
険
料
免
除
の
申

請
）
。
②
30
歳
未
満
で
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
と
き
（
若
年
者
納
付
猶
予
の
申

請
）
。
③
学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
と
き
（
学
生
納
付
特
例
の
申
請
）
。

●
年
金
を
も
ら
う

・�

市
町
村
で
手
続
き
＝
①
65
歳
に
な
っ
た
と

き
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
手
続
き
を
し

ま
す
（
第
１
号
被
保
険
者
期
間
の
み
）
。
②

障
害
に
な
っ
た
と
き
は
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
手
続
き
を
し
ま
す
（
初
診
日
に
第
１

号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
場
合
ま
た
は
20
歳

前
に
障
害
に
な
っ
た
場
合
）
。
③
国
民
年
金

加
入
中
に
死
亡
し
た
と
き
は
遺
族
基
礎
年

金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
の
請
求
（
請

求
に
要
件
が
あ
り
ま
す
）
。

●
も
ら
う
年
金
を
増
や
し
た
い

・�
市
町
村
で
手
続
き
＝
付
加
保
険
料
の
申
し

出
（
第
１
号
被
保
険
者
の
み
）
老
齢
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
＝
自
営
業

者
な
ど
第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
希
望
加

入
で
き
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る

年
金
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
は
宮
崎
県
国
民
年
金
基

金
☎
０
９
８
５
︱
25
︱
０
０
９
０
）

お
詫
び
と
訂
正

　

平
成
22
年
３
月
号
に
て
掲
載
い
た
し
ま
し

た
、
未
支
給
年
金
請
求
の
手
続
き
に
つ
い
て

未
支
給
を
受
け
る
権
利
は
〈
５
年
で
時
効
〉

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
を
し
て
お
詫
び
申
し

ま
す
。
ま
だ
ご
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お

早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
☎

内
線
２
２
５
、
都
城
年
金
事
務
所
☎
０
９

８
６
︱
23
︱
２
５
７
１

生活習慣病と動脈硬化

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 内科医師

中
なか

西
にし

 千
ち

尋
ひろ

以
前
に
も
一
度
書
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
生
活
習
慣
病
と
動
脈
硬
化
に

つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病

　

生
活
習
慣
病
と
は
、
読
ん
で
字
の
如
く

喫
煙
や
飲
酒
、
塩
分
の
と
り
す
ぎ
、
運
動

不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
が
原
因

と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の
こ
と

で
す
。
高
血
圧
、
脂
血
異
常
症
、
糖
尿
病
、

痛
風
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
な
ど
が
こ
れ

に
あ
た
り
、
放
置
す
る
と
さ
ら
に
脳
出
血

や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
肝
硬
変
や
肝
臓

が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
総
称
し
て
生
活
習
慣
病
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

動
脈
硬
化

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
の
う
ち
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
発
症
や
病
態
の
悪
化
の
根
幹

に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
、
動
脈
硬
化

で
す
。
よ
く
「
ヒ
ト
は
血
管
と
と
も
に
老

い
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の

通
り
で
す
。

　

動
脈
硬
化
と
は
、
簡
単
に
い
う
と
動
脈

の
壁
が
肥
厚
し
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
沈

着
し
た
状
態
で
す
。
喫
煙
や
運
動
不
足
、

肥
満
、
脂
質
の
と
り
す
ぎ
な
ど
が
動
脈
硬

化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
高
血
圧
や
脂
質

異
常
症
、
糖
尿
病
は
動
脈
硬
化
を
促
進
さ

せ
る
た
め
、
動
脈
の
壁
が
ど
ん
ど
ん
肥
厚

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
肥
厚
し
た
も
の
を

プ
ラ
ー
ク
と
い
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ー
ク
が

大
き
く
な
る
と
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

さ
ら
に
放
置
す
る
と
や
が
て
破
れ
て
血
栓

を
形
成
し
血
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
脳
や
心
臓
の
血
管
で

起
こ
っ
て
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
訳
で
す
。

動
脈
硬
化
を
調
べ
る
に
は

　

こ
れ
ま
で
動
脈
硬
化
の
程
度
を
調
べ
る

検
査
と
し
て
、
脈
波
図
（
両
手
足
の
血
圧

を
測
定
し
、
動
脈
の
詰
ま
り
や
動
脈
硬
化

の
程
度
を
割
り
出
す
検
査
）、
血
管
造
影

検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
造
影
剤
を
血
管
に
流
し
、

Ｘ
線
や
Ｃ
Ｔ
あ
る
い
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
て

血
管
を
映
し
出
し
、
血
管
が
狭
く
な
っ
て

い
る
場
所
を
調
べ
る
検
査
）
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
超

音
波
を
用
い
て
頚
動
脈
と
い
う
首
の
血
管

を
調
べ
る
こ
と
で
も
、
動
脈
硬
化
の
有
無

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
頚
動
脈
エ
コ
ー
と

い
う
検
査
で
す
。

頚
動
脈
エ
コ
ー

　

頚
動
脈
は
全
身
の
血
管
の
状
態
を
映
し

出
す
「
窓
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
頚
動

脈
は
動
脈
硬
化
の
好
発
部
位
で
、
全
身
の

血
管
の
中
で
も
早
期
か
ら
動
脈
硬
化
を
き

た
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
超
音
波
を
用
い
て
頚
動
脈
の
壁

の
厚
さ
や
プ
ラ
ー
ク
の
有
無
な
ど
を
調
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
ど
の
く
ら

い
脳
血
管
障
害
や
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
判
断
で
き
る
の

で
す
。
し
か
も
超
音
波
検
査
で
は
、
ま
っ

た
く
侵
襲
を
伴
わ
ず
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
血

管
の
状
態
が
把
握
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

放
射
線
被
爆
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
体
内
に

金
属
が
あ
る
と
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
制

限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
も
20
分
く
ら
い

で
す
む
の
で
、
非
常
に
安
全
か
つ
簡
便
な

検
査
で
す
。

　

当
院
で
は
現
在
こ
の
検
査
を
、
主
に
毎

週
水
曜
日
の
午
後
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

予
想
以
上
に
動
脈
硬
化
の
あ
る
方
が
多
く

て
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
血

管
が
狭
窄
し
て
脳
梗
塞
の
一
歩
手
前
と
い

う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
や

脂
質
異
常
、
糖
尿
病
な
ど
の
あ
る
方
、
あ

る
い
は
時
々
頭
が
ふ
ら
ふ
ら
す
る
、
め
ま

い
を
感
じ
る
、
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
こ
の
検
査
を
受
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ

　

新
年
度
に
な
り
、
当
院
の
医
局
の
先
生

方
も
何
人
か
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

去
り
行
く
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
方
で
、

中
に
は
わ
ざ
わ
ざ
串
間
で
働
き
た
い
と
希

望
し
て
来
ら
れ
た
若
い
先
生
も
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
透
析
は
閉
鎖
に
な
り
ま
し

た
が
、
非
常
勤
で
こ
れ
ま
で
の
耳
鼻
咽
喉

科
、
皮
膚
科
の
先
生
に
加
え
４
月
か
ら
循

環
器
内
科
・
呼
吸
器
内
科
、
泌
尿
器
科
の

先
生
に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

黒
木
院
長
の
も
と
、
今
後
も
医
療
崩
壊

を
食
い
止
め
る
べ
く
医
局
員
一
同
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
手
当
　Child Allowance

「
子
ど
も
手
当
」
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
手
当
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
手
当
制
度
と

は
、15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で（
中

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
）
の
間
に
あ
る
児
童

に
、一
人
あ
た
り
月
額
１
３
、０
０
０
円
（
平

成
23
年
度
か
ら
は
月
額
２
６
、
０
０
０
円
の

予
定
）
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

手
続
き
が
必
要
な
方
は
？

　

手
続
き
が
必
要
な
方
は
、
中
学
２
年
・
３

年
生
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
の
方
、

平
成
22
年
３
月
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
保
護
者
の
方

で
す
。

　

中
学
１
年
生
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

て
、
平
成
22
年
３
月
ま
で
に
児
童
手
当
の
手

続
き
が
完
了
し
て
い
る
方
は
、
新
た
な
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
３
月
ま

で
児
童
手
当
を
も
ら
っ
て
い
た
方
で
も
、
中

学
２
年
・
３
年
生
を
扶
養
し
て
い
る
方
は
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
串
間
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
手
続

き
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
児
童
が
い
る
家
庭

に
は
、
５
月
中
に
案
内
文
書
を
送
付
す
る
予

定
で
す
（
扶
養
者
が
公
務
員
の
方
へ
も
送
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
？

　

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・�

新
規
申
請
（
今
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
て

い
な
い
方
）
＝
保
護
者
の
印
鑑
、
保
険
証
、

保
護
者
名
義
の
通
帳

・�

額
改
定
（
す
で
に
児
童
手
当
を
も
ら
っ
て

い
て
中
学
２
年
・
３
年
生
が
い
る
方
、
第

２
子
以
降
が
出
生
さ
れ
た
方
な
ど
）
＝
印

鑑
い
つ
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
？

　

児
童
手
当
か
ら
子
ど
も
手
当
に
か
わ
り
対

象
児
童
が
拡
大
さ
れ
た
た
め
、
手
続
き
に
猶

予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
子
ど
も
手
当
の
手
続
き
を
さ
れ
る

方
は
、
平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で
に
手
続
す

れ
ば
、
平
成
22
年
４
月
分
か
ら
支
給
対
象
に

な
り
ま
す
（
平
成
22
年
４
月
以
降
に
出
生
し

た
児
童
は
児
童
手
当
と
同
様
に
今
ま
で
ど
お

り
15
日
以
内
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

手
続
き
先
は
？

　

子
ど
も
手
当
は
、
公
務
員
以
外
の
方
は
住

民
票
の
あ
る
市
町
村
の
窓
口
で
、
公
務
員
の

方
は
職
場
に
て
手
続
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

い
つ
も
ら
え
る
の
？

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
は
、
６
月
（
２
月
〜

５
月
分
）、
10
月
（
６
月
〜
９
月
分
）、
２
月

（
10
月
〜
１
月
分
）の
年
３
回
で
す
。
た
だ
し
、

平
成
22
年
６
月
は
平
成
22
年
４
月
、
５
月
分

の
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

寄
付
制
度
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
の
支

給
を
受
け
ず
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

事
業
に
活
か
す
た
め
の
寄
付
制
度
も
あ
り
ま

す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育
て
支

援
係
☎
72
︱
０
３
３
３
（
内
線
５
０
４
）
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少人数を最大に生かした教育を

　地域との交流が盛んな秋山小学
校。毎年12月に開催される駅伝大
会にも地域の皆さんが参加します。
大会は保護者チーム、地域の消防
団チーム、子どもたちが２チームに
分かれての計４チームが参加。地
域内の特設コースを、それぞれタ
スキをつなぎながら競争します。
コース沿いでは大勢の地域住民の
皆さんが選手たちに声援を送り、
たいへんな盛り上がりよう。元気な
子どもたちや若手の消防団チーム
に対し、運動不足ぎみの保護者チー
ムには容赦のない叱咤激励の声が
飛ぶといいます。
　親子駅伝大会は、何十年も続い
ている秋山小学校伝統の行事なの
です。

一人ひとりを大切に育て、力を伸ばしていきます。

大人対子どもの対決。

親子駅伝大会

学校へ行こう
　　■ 秋山小学校

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
串
間
市
立
秋

山
小
学
校
（
福
島
啓
介
校
長
・
児
童

数
17
人
・
職
員
数
７
人
）
で
す
。

表
現
力
を
高
め
る
取
り
組
み

　

秋
山
小
学
校
で
は
表
現
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
は
登

校
す
る
と
玄
関
前
か
ら
校
舎
に
向

か
っ
て
そ
の
日
の
目
標
を
大
き
な
声

で
発
表
。
一
日
の
結
果
は
、
下
校
時

に
校
舎
に
向
か
っ
て
発
表
し
ま
す
。

達
成
で
き
れ
ば
次
の
日
は
新
た
な
目

標
を
、
達
成
で
き
な
い
と
き
は
次
の

日
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

体
力
推
進
の
取
り
組
み

　

秋
山
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

伝
統
的
に
高
い
運
動
能
力
を
誇
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
で
は
、

過
去
に
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
好
成

績
を
残
し
て
い
ま
す
。
児
童
数
の
減

少
で
男
子
チ
ー
ム
が
な
く
な
っ
た
現

在
も
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

が
各
大
会
で
奮
闘
中
で
す
。

　

ま
た
、
全
校
児
童
で
一
輪
車
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
入
生
に
は

上
級
生
が
優
し
く
指
導
。
５
・
６
年

生
に
な
る
と
高
さ
２
ｍ
以
上
の
一
輪

車
を
乗
り
こ
な
す
ま
で
に
上
達
。
そ

の
成
果
は
運
動
会
で
披
露
し
ま
す
。

地
域
と
の
交
流

　

秋
山
小
学
校
の
運
動
会
は
、
地
域

の
運
動
会
を
兼
ね
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
校
区
内
４
地
区
に
分
か
れ

て
の
対
抗
戦
に
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域

住
民
が
参
加
。
各
種
競
技
で
毎
年
大

盛
り
上
が
り
で
す
。
地
域
の
み
ん
な

が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て

　

福
島
啓
介
校
長
は
「
本
校
は
少
人

数
の
学
校
で
す
。
で
す
が
、
人
数
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
大
に
生
か

し
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
、
て
い

ね
い
に
育
て
、
子
ど
も
た
ち
の
力
を

伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
」
と
、

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

図書館に行こう

交流員レポート
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

Have a good ○○ .

○○を楽しんで

Example: havea good holiday!

例：�休みを楽しんで !

This month's expression   

5
月
の
テ
ー
マ
展
示

[

今
月
の
新
刊]

春
の
小
夜
（
松
本
侑
子
）
ブ
ラ
ッ

ク
チ
ェ
ン
バ
ー
（
大
沢
在
昌
）

と
う
さ
ん
は
、大
丈
夫
（
佐
川
光
晴
）

「
人
間
失
格
」
殺
人
事
件
（
吉
村
達

也
）
命
も
い
ら
ず
名
も
い
ら
ず
（
山

本
兼
一
）
お
た
ふ
く
（
山
本
一
力
）

小
さ
な
理
由
（
森
浩
美
）
Ｒ
ａ
ｉ
ｌ

ｗ
ａ
ｙ　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
（
大
崎

善
生
）
下
流
の
宴
（
林
真
理
子
）
波

羅
蜜
（
藤
沢
周
）
ピ
ス
ト
ル
ズ
（
阿

部
和
重
）真
昼
な
の
に
昏
い
部
屋（
江

國
香
織
）
我
★
神
（
花
村
萬
月
）
光

媒
の
花
（
道
尾
秀
介
）
エ
デ
ン
（
近

藤
史
恵
）
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
天
気
予

報
学
入
門
（
天
達
武
史
）
京
都
駅
０

番
ホ
ー
ム
の
危
険
な
乗
客
た
ち
（
西

村
京
太
郎
）
そ
れ
い
ゆ
（
生
田
紗
代
）

ブ
ギ
ウ
ギ
（
坂
東
眞
砂
子
）
天
国
旅

行
（
三
浦
し
を
ん
）
プ
ラ
イ
ド
（
真

山
仁
）
男
の
背
骨
（
山
本
一
力
）
モ

ン
ス
タ
ー
（
百
田
尚
樹
）
オ
ー
！　

フ
ァ
ー
ザ
ー
（
伊
坂
幸
太
郎
）
高
く

手
を
振
る
日
（
黒
井
千
次
）
あ
の
と

き
始
ま
っ
た
こ
と
の
す
べ
て
（
中
村

航
）
御
隠
居
忍
法
魔
物
（
高
橋
義
夫
）

神
苦
楽
島
（
内
田
康
夫
）
乱
心
タ
ウ

ン
（
山
田
宗
樹
）
主
よ
、
永
遠
の
休

息
を
（
誉
田
哲
也
）
リ
ア
ル
・
シ
ン

デ
レ
ラ
（
姫
野
カ
オ
ル
コ
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書�

館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

国語、社会、体育など、好きな科目の扉
を開けると、胸がときめく職業図鑑が広
がる。好奇心を対象別に分け、その対象
の先にあると思われる仕事・職業を紹介
する。現代をサバイバルするための仕事
の大百科。前作に89の職業を追加。

村上　龍／著

新
、闇
に
跳
ぶ

赤川　次郎／著

その名も世に聞こえた盗賊・鼠小僧。し
かし昼の顔は遊び人?!　情け深く気っ風
のよい次郎吉が、小太刀の達人・妹の小
袖とともに、江戸の正義を守って、夜な
夜な大活躍する、人情の機微をいきいき
と描く、胸すく熱血時代小説。

鼠

今年、絵本作家の赤羽末吉とレオ・レオ
ニが生誕100年を迎えます。昔話や民話
の中に日本独特の文化を感じさせる赤
羽。心暖まるストーリーと繊細でデザイ
ン性に富む画風のレオニ。二人の作家の
世界をぜひ手にとって感じてください。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
聞
く

だ
け
で
ウ
キ
ウ
キ
す
る
人
も

少
な
く
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分

も
そ
の
内
の
一
人
で
す
。
そ
の
中
で

も
か
な
り
浮
か
れ
て
い
る
方
だ
と
思

い
ま
す
。

　

何
故
か
と
言
う
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

よ
う
な
連
休
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一

あ
る
の
が
イ
ー
ス
タ
ー
（
復
活
祭
）

で
４
連
休
。
イ
ー
ス
タ
ー
と
聞
い
て

分
か
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
宗
教
的
な
お
休
み
で
す
。
と
こ

ろ
が
最
近
は
ク
リ
ス
マ
ス
同
様
、
宗

教
的
な
目
的
で
祝
う
人
は
少
な
い
で

す
。
イ
ー
ス
タ
ー
に
な
る
と
卵
の
形

を
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
ス
ー
パ
ー

に
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
。「
イ
ー
ス

タ
ー
バ
ニ
ー
」
と
い
う
う
さ
ぎ
が

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
持
っ
て
来
る
と
い

う
行
事
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日

本
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
も
そ
う
な
の
で

す
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
会
社
は
商

売
上
手
で
す
ね
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
は
４
月
の
第
一
金

曜
日
、
月
曜
日
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

イ
ー
ス
タ
ー
が
終
わ
る
と
年
越
し
ま

で
ち
ゃ
ん
と
し
た
連
休
が
あ
り
ま
せ

ん
。
３
連
休
は
２
回
あ
る
の
で
す
が

日
本
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
シ

ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
比
べ
る
と
物
足

り
な
い
で
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て

「
作
家
特
集　

赤
羽
末
吉
＆

レ
オ
・
レ
オ
ニ
」

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
人
は
休

み
が
少
な
い
と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
年
に
も
ら
え
る
有
休
は
平

均
で
20
日
、
そ
れ
を
全
部
使
わ
な
い

な
ん
て
事
は
だ
れ
も
し
ま
せ
ん
。「
仕

事
外
の
時
間
を
楽
し
む
た
め
に
働

く
」
こ
の
考
え
方
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
人
の
マ
イ
ペ
ー
ス
な
雰
囲
気
を

作
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
長
崎

と
佐
賀
に
遊
び
に
行
き
ま
す
。
い
よ

い
よ
遠
出
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
め
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
き
ま
す
！

　

皆
さ
ん
も
良
い
連
休
を
！

イースター・エッグのチョコ

昼休み時間に全員集合、笑顔で撮影。
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　総務省で行われています地上デジタ
ル放送を見るための簡易なチューナー
給付等の支援については、平成２２年
においても下記のとおり実施すること
になりましたので、ご連絡いたします。
◎申込受付期間
　�４月19日（月）から７月２日（月）
まで（消印有効）

◎支援の対象者
・�障害者のいる世帯でかつ世帯全員が
市町村民税非課税になっている世帯
・�生活保護世帯などの公的扶助受給世
帯
・�社会福祉事業施設に自らテレビを持
ち込んでいる入所者

◎ご注意
・�支援の申し込みには、ＮＨＫと受信
契約を結び、全額免除の適用を受け
ていることが必要です。
・�すでに、地上デジタル放送を視聴さ
れている世帯は支援の対象外です。
・�支援は現物支給ですので、ご自身で
購入されたチューナー、アンテナ改
修などの費用を清算することはでき
ません。

◎問い合わせ先
・�地上デジタル放送受信のための支援
制度について＝総務省地デジチュー
ナー支援実施センター☎０５７０−
０３３−８４０
・�ＮＨＫとの受診契約、受信料免除に
ついて＝ＮＨＫ視聴者コールセン
ター☎０５７０−０００−５８８

　串間市「話し相手ボランティア」連
絡会では、第３回ボランティア養成講
座を開催します。
「話し相手ボランティア」は、在宅高
齢者や施設などを訪問、会話を通じて
生活意欲の増進、事故防止などに寄与
することを目的とし、串間市内で幅広
く活動しています。初心者については、

研修、経験を経た会員が行動を共にし
ながら説明してくれますので、どうぞ
ご気軽に参加、受講してください。
◎�期日＝５月15日（土）午後１時半
〜４時半

◎�場所＝串間市総合保健福祉センター
２階

◎定員＝20人
◎受講料＝無料
◎�申込・問い合わせ先＝話し相手ボラ
ンティア代表・古川啓之☎72−６
１９８、または地域生活支援セン
ター「Ｗｉｎｇ」中村敏子☎72−
４２５２

　４月19日から高齢運転者等専用駐
車区間制度が施行されました。この制
度は、高齢運転者などを支援すること
を目的で、高齢者などが良く利用する
施設の周辺の道路に専用の駐車区間を
設置するものです。県内では、宮崎市、
都城市、延岡市内にそれぞれ１カ所設
置します。
◎�対象者＝普通自動車対応免許を取得
している方で、①70歳以上の方②
聴覚障害または肢体不自由を理由に
免許に条件を付されている方③妊娠
中および出産後８週間以内の方。
※�駐車するには標章が必要となります。
標章の申請などの詳しい手続きにつ
いては、串間警察署交通課にお問い
合わせください。

◎�問い合わせ先＝串間警察署交通課☎
72−０１１０

　県内の中小企業の皆様の経営管理能
力や技術力の向上を図るため、経営者
や従業員の皆さまが国内の公的機関や
民間企業において実施される研修など
に参加するための経費を助成します。
人材育成や技術力向上にご活用くださ
い。
◎�対象となる企業＝宮崎県内に主たる
事務所がある中小企業など。

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

◎�助成対象経費＝経営者や従業員が、
経営管理能力や技術力の向上を図る
ことを目的に、これから参加する研
修・セミナーなどの次の経費を対象
とします。
・受講料、参加料、負担金など
・�公共交通機関による目的地までの往
復の交通費
・宿泊費
※�領収書などにより金額が証明される
経費が対象となります。

◎申請期間
・�第一期＝平成22年４月12日から平
成22年10月29日まで（平成22年５
月から平成22年11月に実施される
研修などが対象）
・�第二期＝平成22年11月１日から平
成23年２月28日まで（平成21年11
月から平成23年３月に実施される
研修などが対象）
※�申請期間中に予算額（第一期＝２０
０万円、第二期＝１００万円）に達
した場合はその時点で募集を終了し
ます。

◎�助成金の限度額＝助成対象経費の１
／２（上限30万円）。ただし、高度
技術産学連携地域（宮崎市、国富町、
綾町）に主たる事務所がある中小企
業などは助成対象経費の２／３（上
限30万円）。

◎�助成金の交付決定＝助成金交付申請
書に基づき、交付を決定。※交付は
１中小企業などにつき３回まで。

◎助成費の支払方法＝精算払い。
◎応募方法＝助成金交付申請書を送付。
◎申請書の入手方法
・�宮崎県産業支援財団ホームページ
よりダウンロード（http://www.
i-port.or.jp）
・連絡により郵送にて送付。
◎�応募・問い合わせ先＝宮崎県佐土原
町東上那珂１６５００番地２財団法
人宮崎県産業支援財団☎０９８５−
74−３８５０、Fax０９８５−74−
３９５０

｢ 話し相手ボランティア｣
養成講座受講者募集

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

　農業者年金は、①積立方式の確定拠
出型年金で最も安定的な制度②今後、
ますますニーズが高まる終身年金③経
営状況や老後設計に応じて保険料を自
由に設定できるほか、何より政策年金
として国からの保険料助成がある唯一
の年金制度などの大きな特徴を持って
います。
　このように、農業者に与えられた特
権であり、老後を豊かで安心して暮ら
すためには、各自が自分自身の老後生
活の備えを考えていく必要があります。
農業者の皆さん農業者年金に加入しま
しょう。
◎加入要件
・60歳未満
・農業従事日数60日以上
・国民年金1号被保険者
◎�問い合わせ先＝串間市農業委員会☎
内433、JA各支所、地元農業委員

◎�募集内容＝平成22年度市営プール
監視員および受付事務（軽微な公園
整備作業などもあります）

◎人員及び期間
・６月17日〜８月27日＝２人
・６月21日〜８月27日＝１人
・７月１日〜８月27日＝１人
・７月17日〜８月16日＝２人
◎日当＝６,０００円
◎�勤務時間＝時間午前８時30分〜午
後５時15分（毎週火曜日休日）

◎�応募資格＝①串間市在住もしくは串
間市出身者であること②健康であり
泳げること③男性19歳〜60歳。女
性19歳〜50歳。※年齢については
上記を基本とするが該当者無き場合
はこの限りではありません。

◎�応募方法および期間＝５月１日から
６月４日までに登録申込書を総務課
職員係に提出してください。定員に
満たない場合は順次受け付けます。

◎�採用通知＝締め切り後一週間以内に
連絡いたします。

◎�問い合わせ先＝市役所総務課職員係
☎内線３１２、スポーツセンター☎
72−５２６２

◎�「ギャラリー」串間盆栽愛好会盆栽
展示＝５月20日（木）〜５月22日
（土）

◎�問い合わせ先＝串間市文化会館☎
72−６３３３

　串間市文化会館の使用料および手数
料の収入事務について、次のとおり委
託したことをお知らせします。
◎�委託先＝特定非営利活動法人コミュ
ニティ21理事長川崎眞治

◎�委託内容＝串間市文化会館使用料お
よび手数料の収入事務

◎�委託期間＝平成22年４月１日〜平
成25年３月31日

◎�問い合わせ先＝教育委員会事務局生
涯いきいき係☎内線３７９

　串間市市民病院の業務委託について
お知らせいたします。
◎�串間市民病院外来診療費および入院

診療費徴収事務
・�委託する私人＝東京都千代田区神田
駿河台２−９、株式会社ニチイ学館
代表取締役寺田大輔
・�委託期間＝平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで

◎串間市民病院外来診療費徴収事務
・�委託する私人＝宮崎県串間市大字西
方６８７５番地、つやげん九州株式
会社串間営業所所長川野等
・�委託期間＝平成22年４月１日から

平成23年３月31日まで
◎�問い合わせ先＝串間市民病院事務局
☎72−１２３４

　串間市長選挙及び串間市議会議員補
欠選挙を次のとおり行います。
◎�串間市議会議員の欠員に伴う串間市

議会議員補欠選挙を行います。
・�選挙の期日＝平成22年５月30日
（日）
・�選挙の期日の告示日＝平成22年５
月23日（日）
・市議会議員の欠員数＝４人
◎串間市長選挙
　�平成22年７月27日任期満了に伴う
串間市長選挙を行います。
・�選挙の期日＝平成22年７月25日
（日）
・�選挙の期日の告示日＝平成22年７
月18日（日）

◎投票日の投票時間
　�串間市議会議員補欠選挙、串間市長
選挙の投票日の投票時間は、午前７
時から午後６時までです（前回の選
挙で午後８時までの投票所も午後
６時までになります）。ただし、第
32投票所（築島地区）、第33投票所
（舳、夫婦浦地区）は、午前７時か
ら午後４時までです。

◎�問い合わせ先＝串間市選挙管理委員
会☎内線２７１・２７２

　串間市は農業者年金の年間加入者が
全国で第４位となっています。
◎2009年新規加入者ランキング
※全国農業新聞に掲載
　�▲第１位＝長崎県南島原市▲第２位
＝北海道中標津町▲第３位＝北海道
芽室町▲第４位＝串間市・西都市▲
第６位＝北海道別海町・山形県鶴岡
市▲第８位＝熊本県宇城町▲第９位
＝長崎県雲仙市▲第10位＝佐賀県
白石町・鹿児島県南種子島町

地上デジタル放送を見る
ための簡易なチューナー
給付等の支援について

教育委員会からのお知らせ

文化会館５月の行事予定

串間市選挙管理委員会からの
お知らせ

高齢運転者等
専用駐車区間制度のお知らせ

市民病院からのお知らせ

串間市営プール監視員募集

平成 22 年度中小企業の
研修等参加助成事業のご案内

農業者のみなさん
老後に備え農業者年金に
加入しましょう
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
郵便くしまにあ
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わ
た
し
が
作
っ
た
ラ
ビ
ッ
ト

載
っ
て
い
ま
し
た

●
宮
本
誠
子
さ
ん

　

３
月
号
の
広
報
紙
見
ま
し
た
。
い

つ
も
楽
し
い
記
事
を
あ
り
が
と
う
。

　

そ
し
て
先
日
は
広
報
紙
の
特
選
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
も
な
が
ら
感
心
で
す
。

　

３
月
号
裏
表
紙
の
「
ラ
ビ
ッ
ト
」。

私
が
作
っ
た
も
の
で
し
た
。
見
て

び
っ
く
り
。
載
せ
て
く
だ
さ
っ
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
吉
松
家
住
宅
で
開
催
さ
れ
た

「
吉
松
邸
ひ
な
ま
つ
り
」
の
会
場
で

見
つ
け
た
う
さ
ぎ
。
か
わ
い
ら
し
く

て
広
報
紙
の
裏
表
紙
に
い
い
な
と
思

い
、
撮
影
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
宮
本
さ
ん
が
作
ら
れ
た
も

の
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
ち
ら
こ
そ
、

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

市
民
の
財
産
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い

●
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん

　

桜
づ
つ
み
ロ
ー
ド
の
桜
が
盗
ま
れ

て
い
ま
す
。
市
民
の
財
産
が
盗
難
に

あ
っ
た
の
に
、
現
場
に
は
な
ん
の
捜

査
を
し
た
形
跡
も
な
く
犯
人
を
逮
捕

す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
し
、
市
民

の
財
産
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
見

受
け
ら
れ
な
い
の
は
、
た
か
が
桜
１

本
く
ら
い
と
い
う
軽
い
考
え
で
は
な

い
の
か
？　

血
税
で
植
え
ら
れ
た
市

民
の
財
産
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

警
察
が
捜
査
中
で
あ
る
と
の
看
板

な
ど
を
立
て
て
、
犯
人
が
再
び
犯
行

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
で

す
。
植
え
た
市
民
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
部
の
心
な
い
人
の
行
為
に
よ
り
、

せ
っ
か
く
植
樹
を
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
は
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し

た
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
に
届

け
出
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在

警
察
に
お
か
れ
ま
し
て
も
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
都
市
建
設
課
に
お
き

ま
し
て
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

強
化
し
盗
難
防
止
に
取
り
組
み
、
再

び
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
建
設
課
か
ら
の
回
答
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
を
も
う
少
し

見
て
過
ご
そ
う

●
ば
ら
の
お
母
さ
ん

　

２
０
１
０
年
に
な
っ
て
日
記
を
書

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
今

年
こ
そ
と
思
い
な
が
ら
三
日
坊
主
で

し
た
。
今
日
２
月
28
日
ま
で
、
ま
じ

め
に
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
少
し

ず
つ
小
物
の
整
備
も
始
め
ま
し
た
。

今
年
は
片
付
け
の
年
に
な
り
そ
う
で

す
。
段
ボ
ー
ル
の
中
を
片
付
け
始
め

た
ら
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
ノ
ー
ト
に
は
り
見
て
い
ま
す
。

言
葉
を
読
む
こ
と
に
よ
り
心
が
落
ち

着
き
ま
す
。
い
い
文
章
で
す
。

　

な
に
ご
と
も
い
い
方
に
前
向
き
に

考
え
た
ら
辛
い
こ
と
が
な
く
な
る
と
、

そ
ん
な
言
葉
が
多
い
よ
う
で
す
。
ケ

チ
は
最
低
！　

節
約
は
天
才
！　

ま

さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

節
約
は
努
力
が
い
り
ま
す
。

　

自
分
が
一
番
分
か
ら
な
い
。
人
の

こ
と
は
よ
く
分
か
る
。
こ
の
言
葉
を

読
ん
で
自
分
の
こ
と
を
も
う
少
し
見

て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
庭
に
も
花
が
何
年
か
ぶ
り
に

咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。
花
に
も
や
さ

し
い
言
葉
を
か
け
る
と
、
わ
た
し
に

き
れ
い
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
と
話
し
か
け
ま
し
た
。

　

自
分
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
本

当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

「
も
っ
と
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
、

日
々
を
過
ご
さ
な
く
て
は
な
あ
」
と
、

こ
の
お
便
り
を
読
ん
で
思
い
ま
し
た
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い
て
の

お
願
い

●
草
花
ち
ゃ
ん

　

お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
毎
月
楽
し
み

に
広
報
く
し
ま
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

　

歳
は
と
り
た
く
な
い
も
の
だ
と
つ

く
づ
く
思
う
昨
今
、
身
体
の
調
子
が

い
ま
ひ
と
つ
パ
ッ
と
し
な
い
の
で
検

査
、
胃
カ
メ
ラ
を
飲
み
ま
し
た
。

　

検
査
を
し
て
く
だ
さ
る
先
生
、
主

治
医
の
先
生
と
気
に
な
る
と
こ
ろ
を

お
話
し
く
だ
さ
り
、
安
心
・
満
足
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
が
、
胃
カ

メ
ラ
の
時
、
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
依

頼
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
、
画
像
が

必
要
か
不
必
要
か
（
他
の
病
院
で
は

写
真
を
く
れ
る
と
こ
ろ
、
見
せ
て
く

れ
る
）
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
忘
れ
る
本
人
が
一
番

い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
な

る
と
つ
い
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

検
討
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　

草
花
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
便
り
に
市

民
病
院
か
ら
の
回
答
で
す
。

　

串
間
市
民
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
に
つ
い
て
の
お

尋
ね
で
す
が
、
こ
の
検
査
は
健
康
保

険
適
用
の
診
療
上
、
胃
・
十
二
指
腸

潰
瘍
な
ど
の
病
変
が
あ
り
主
治
医
が

必
要
と
判
断
し
た
と
き
に
行
っ
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ま
の
ご
希
望
で
ピ
ロ

リ
菌
の
検
査
を
さ
れ
る
場
合
は
自
費

で
の
検
査
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
医
療
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
画
像
（
写
真
）

提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、結
果
に
よ
っ

◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成22年４月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,493人（前月比 −142）

男 9,396人 女 11,097人
世帯数 8,720世帯

市民
憲章

て
は
患
者
さ
ま
に
不
安
を
与
え
た
り
、

が
ん
告
知
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
る
た
め
、
現
在
当
院
で
は
原
則

と
し
て
お
渡
し
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は

主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
草
花
ち
ゃ
ん
」
さ
ん
の
よ
う
に

後
か
ら
気
づ
い
た
場
合
で
も
遠
慮
な

く
診
療
科
に
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、

で
き
る
限
り
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
、
優
し
い
息
子
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う

●
ま
ち
子
さ
ん

　

２
月
28
日
の
日
曜
日
、
日
南
線
で

志
布
志
に
出
か
け
た
帰
り
の
こ
と
。

３
時
51
分
の
汽
車
に
の
る
と
、
津
波

警
報
が
出
て
い
る
の
で
運
転
を
見
合

わ
せ
て
い
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
っ

た
。
仕
方
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
３

時
半
か
ら
10
時
半
ま
で
７
時
間
待
ち

ま
し
た
。

　

疲
れ
果
て
て
長
椅
子
に
寝
て
い
た

ら
男
の
子
が
「
オ
バ
ち
ゃ
ん
迎
え
が

来
た
か
ら
一
緒
に
帰
ら
な
い
？
」
と

呼
び
に
来
て
く
れ
た
。
ち
ょ
っ
と
前

に
本
城
だ
と
話
し
た
り
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

う
れ
し
か
っ
た
。
あ
り
が
た
か
っ
た
。

ほ
か
の
男
の
子
も
そ
れ
ぞ
れ
送
っ
て
、

私
も
家
の
前
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
い

た
。
帰
り
つ
い
た
の
は
12
時
前
。
そ

み
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル

は
閉
館
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

都
井
岬
の
火
を
守
ろ
う
と
、
大
勢
の

関
係
者
が
奮
闘
中
で
す
。
４
月
24
日

に
は
「
岬
の
駅
都
井
岬
」
が
オ
ー
プ

ン
。
食
事
や
土
産
物
が
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
市
民
一
体
と
な
っ
て
都
井

岬
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
い
海
産
物

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
大
阪
市
・
上
原
一
雄
さ
ん

　

桜
の
開
花
も
間
近
い
気
候
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
お
い

し
い
ご
当
地
の
海
産
物
を
過
分
に
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
里
の
母
か
ら
送
っ
て
き
た
思
い

で
…
。
串
間
の
皆
さ
ま
の
お
心
が
う

れ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
九
州
物

産
展
が
大
阪
で
開
か
れ
た
と
き
に
は
、

必
ず
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
串
間
の
皆
さ
ま
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
本
日
は
お
礼
ま

で
。
失
礼
い
た
し
ま
す
。

　

上
原
さ
ん
に
送
ら
れ
た
海
産
物
は

「
串
間
の
よ
か
む
ん
味
だ
よ
り
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
抽
選
で
当

た
っ
た
も
の
で
す
ね
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
串
間
市
の
応

援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

れ
な
り
に
家
は
聞
い
た
も
の
の
、
お

名
前
を
聞
か
な
か
っ
た
。
80
過
ぎ
の

私
の
一
生
の
不
覚
と
、
自
分
な
が
ら

情
け
な
か
っ
た
。
私
も
本
城
地
区
に

い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
ま
た
ど

こ
か
で
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
期

待
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

お
母
さ
ん
、
優
し
い
息
子
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

南
米
チ
リ
で
発
生
し
た
地
震
で
、

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
こ
と
に
よ
り
、

交
通
機
関
に
も
か
な
り
の
影
響
が
出

ま
し
た
。
ま
ち
子
さ
ん
も
Ｊ
Ｒ
の
運

転
再
開
を
長
時
間
待
た
れ
て
い
た
よ

う
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
出
会
っ
た

優
し
い
息
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
。
同

じ
本
城
地
区
に
住
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
。
い
つ
か
ま
た
会
え
る
と
い
い

で
す
ね
。

な
く
な
っ
て
初
め
て
気
づ
く
こ
と

●
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん

　

こ
の
投
稿
が
こ
こ
に
載
る
こ
ろ
、

都
井
岬
に
は
春
駒
が
誕
生
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
春
夏
秋
冬
の
移
り

変
わ
り
の
中
で
春
の
景
色
が
一
番
好

き
で
し
た
。
も
っ
と
多
く
の
市
民
が

都
井
岬
を
利
用
し
て
い
た
ら
、
も
っ

と
多
く
の
宣
伝
を
し
て
県
外
の
客
を

呼
び
込
め
た
な
ら
、
都
井
岬
の
ホ
テ

ル
も
閉
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に

と
思
い
ま
す
。
な
く
な
っ
て
初
め
て

存
在
に
気
づ
く
の
で
し
ょ
う
ね
。
さ
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広報担当もとうとう６年目。相棒が（ウ）から27歳（ナ）に
代わった。ほんの少し若返ったものの、今回もまたむさ

苦しい男同士のコンビ。そんな広報担当者２人が、皆さんの
もとへ取材におじゃまします。どうぞよろしくお願いします（カ）

４月から広報担当。初めての仕事で戸惑うばかり。初めて
の係の異動、初めての取材、初めての一眼レフ、初め

ての編集作業と何もかも初めてづくし。これほどの初めてづ
くしも初めて。精一杯頑張ります。よろしくお願いします（ナ）

福島地区・桜ケ丘にお住まいの森田俊慶さん（39歳）美代さ
ん（40歳）ご夫妻。航空自衛隊高畑山分屯基地勤務の俊慶
さんは福島地区・金谷の出身。俊慶さんは友だちと野球チー
ムを作ったり、美代さんは長男の通う幼稚園のお母さん仲間
とミニバレーを楽しんだり、休日には家族で公園に行ったりと、
串間での生活を楽しんでいるお二人。「串間は人が温かく住
みやすいけど、そろそろ異動かな」と話しながらも｢また串間
に戻ってきて、家を建てたい」と、将来の夢を話してくれました。

今月の表紙

６年ぶりに串間市公式ホームページをリニューアルした。
新ページはデザインも一新し、音声読み上げや外国語

自動翻訳機能を付与するなどアクセシビリティに配慮した。
ぜひ一度、ご来訪いただき、皆さまの評価をお願いしたい（ト）
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5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

森田俊慶・美代さん ご夫妻
MORITA toshinori,miyo

串間温泉いこいの里
〒888-0008 串間市大字本城987
TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
営業時間：午前10時〜午後10時
定 休 日：毎月第３水曜日
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読者
プレゼント

◎抽選で 25 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里  お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を25名様にプレゼ
ント。
応募締切は5月31日（月）当日消印有効
です。

串
間
唯
一
の
観
光
地
都
井
岬
。
雄
大
な
自
然
の
景
観
は

日
本
一
だ
と
誇
り
た
い
景
色
で
す
。
そ
の
観
光
地
で

あ
る
都
井
岬
に
そ
び
え
立
つ
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル
の
突
然
の

閉
館
、
わ
た
し
は
す
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
閉

館
２
日
前
、
家
族
で
バ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
と
き
は
大
勢
の

お
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
幸
い
串
間
商
工
会
議

所
が
レ
ス
ト
ラ
ン
と
地
場
産
品
販
売
を
１
年
間
引
き
継
ぐ
こ

と
が
決
ま
り
、
観
光
客
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
少
し

は
安
堵
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
一
刻
も
早
い
全
館
再
開
を

望
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
他
人
事

で
済
ま
す
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
利
用
し
あ
い
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
み
、
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
わ
た
し
は
今
「
串
間
の
道
を
考
え
る
女
性
会
」
と

「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
串
間
エ
リ
ア
推
進
協
議
会
」
の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。「
串
間
の
道
を
考
え
る
女
性
会
」

は
会
員
70
人
。
こ
の
会
は
、
災
害
に
強
い
交
通
網
の
構
築
と

救
急
医
療
の
搬
送
時
間
の
短
縮
を
目
指
し
て
、
東
九
州
自
動

車
道
「
日
南
〜
串
間
〜
志
布
志
」
間
の
早
期
着
工
と
、
市
内

の
国
道
・
県
道
・
市
道
の
整
備
促
進
を
図
る
べ
く
、
女
性
が

自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
発
展

の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
東
九
州
自
動

車
道
決
起
大
会
の
参
加
、
宮
崎
道
づ
く
り
を
考
え
る
女
性
会

大
会
へ
の
参
加
や
、
道
に
つ
い
て
の
勉
強
会
、
そ
し
て
県
選

出
の
国
会
議
員
の
先
生
方
へ
の
要
望
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
日
南
〜
串
間
〜
志
布
志
間
」
は
ま
だ
予
算
化
も
さ
れ
ず
、

い
つ
事
業
化
さ
れ
る
か
分
り
ま
せ
ん
が
、
根
気
強
く
訴
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
道
は
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
の
道
で
あ
り
、
そ
の
道
を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
企
業
が

増
え
、
人
口
も
増
え
、
若
者
が
増
え
る
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

串
間
が
活
気
あ
る
街
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
街
を
子
ど
も
や

孫
に
残
し
、暮
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
串
間
エ
リ
ア
推
進
協
議
会
」

は
地
域
の
風
景
や
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
資
源
を
生
か

し
て
、
訪
れ
る
人
を
も
て
な
し
、
喜
び
や
感
動
を
も
た
ら
し

ま
す
。
地
域
や
道
路
の
魅
力
の
再
発
見
、再
構
築
に
よ
っ
て
、

地
域
の
活
性
化
と
美
し
い
道
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
名
谷
ト
ン
ネ
ル
開
通
記
念
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
周
辺

に
串
間
の
花
で
あ
る
カ
ン
ナ
を
植
栽
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
恋

ケ
浦
海
岸
ま
で
、
空
き
缶
、
ご
み
拾
い
を
し
て
道
の
美
化
に

取
り
組
み
、
95
人
の
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
ぜ
都
井
岬
に
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
た

し
は
、
串
間
唯
一
の
観
光
地
で
あ
る
都
井
岬
を
観
光
客
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
岬
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
街
全
体
に
真
っ
赤
な
カ
ン
ナ
を
植
え
て
い
き
、

カ
ン
ナ
の
街
串
間
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
赤
色
に
こ

だ
わ
っ
た
の
は
、
赤
は
燃
え
る
火
の
色
、
元
気
の
イ
メ
ー
ジ
、

そ
し
て
女
性
だ
か
ら
で
す
。
カ
ン
ナ
の
花
で
訪
れ
る
人
を
も

て
な
し
、
元
気
あ
る
串
間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
「
串
間
の
道
を
考
え
る
女
性
会
」
も
、
カ
ン

ナ
の
花
に
負
け
な
い
母
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
で
道
路
の
魅
力
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

さ
い
と
う
ち
づ
こ
（
62
歳
）
／
１
９
４
８
年
福
島
地
区
・
西
塩

町
生
ま
れ
。
川
島
高
等
家
政
学
校
に
て
洋
裁
科
各
種
学
校
教
員

助
教
諭
資
格
認
定
取
得
。
卒
業
後
、
串
間
に
帰
省
。
商
工
会
議

所
女
性
会
会
長
を
経
て
、
現
在
「
串
間
の
道
を
考
え
る
女
性

会
」
会
長
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
串
間
推
進
協
議
会
会
長
、

㈲
サ
イ
カ
屋
代
表
取
締
役
。

Profile

随
想
◎
斉
藤  

チ
ヅ
子

特
性
を
生
か
し
た
街
づ
く
り

▲�名谷トンネル開通を記念したカンナ植栽。

第２回わくわく温泉市
【新鮮野菜や海産物、新茶など出店多数！イベント盛りだく
さん！】
◎期日＝５月４日（水）・５日（木）
◎場所＝いこいの里駐車場・館内
◎時間＝午前10時〜午後３時
◎�内容＝出張おもちゃ病院（修理費無料、修理は１人２個ま

で、部品代実費）／プラレールで遊ぼう／ニジマス釣り
／オークション／フリーマーケット（出店料500円）／抽
選会／手相鑑定（500円）／モノマネライブ（５月５日限
定。１回目＝午前11時、２回目＝午後３時）

※�イベント内容の詳細については串間温泉いこいの里にお問
い合わせください。

風呂の日イベント開催中
　５月16日日曜日は「風呂の日」。入浴利用者全員に次回以
降利用できる100円割引券を進呈、レストランもお一人様100
円割引でご利用できます。さらに入浴者を対象に、季節に応
じた特別商品をはじめ無料入浴券や割引券があたる抽選会を
開催しています。もちろんポイント２倍サービスも実施中で
す。
　また「風呂の日」は女湯のみ「バラ風呂」を実施。さわや
かな香りが好評です。ぜひお試しください。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

昨年のわくわく温泉市の様子
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